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ＹＴＳ４９７５ＤＦＬ B / W 電動昇降ユニット 取扱い説明書

電動昇降ユニット及び、電気部品の取扱いについて

警告

警告 注意

注意

注意

皿TAP 4 x 45 ﾄﾗｽTAP 4 x 20 皿TAP 3.5 x 14 皿小ﾈｼﾞ 4 x 20

ﾊﾞｲﾝﾄﾞTAP 3 x 12

（本体用）

ﾊﾞｲﾝﾄﾞTAP 3 x 8 

（受け用）

三角法

mm
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川端

製図照査承認

必要な工具

・ドライバー（＋、－）　・手袋（けが防止の為）

安全に正しくお使いいただくために必ずお読みください

●本紙は、電動昇降ユニット及び 電気部品についての取扱い注意説明事項となります。

　製品の組立方法については、別紙 「組立説明書」をお読み下さい。

 

●ご使用になる前に、安全上の注意をよくお読みのうえ、正しくお使い下さい。

●ここに示した注意事項は、危害や損害を未然に防ぐ為の重要な内容ですので、必ずお守り下さい。

●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に保管してください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると

人が死亡または重傷を負う可能性が想定され

る内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると人が

傷害を負う可能性が想定される内容、および物的

損害のみの発生が想定される内容を示しています。

◎製品の分解や修理・改造は絶対にしないでください。

　変形や破損、転倒などを引き起こす原因になります。

●屋外での使用や水漏れを避けてください。

　直射日光やストーブなどの熱が直接あたる場所や湿気·乾燥の著しい

　ところでの使用は避けて〈ださい。

　本体の変形や変色など、破損の原因となります。

○乱暴な取扱いや用途以外の使用はしないでください。

　けがや故障·破損の原因になります。

置き場所について

 ●直射日光が当たる場所や熱器具の近くに置かないでください。

　光や熱の影響で変形、変色の原因となることがあります。

電気部品の分解や修理・改造は絶対にしないでください。

火災・感電・ケガの恐れがあります。

修理はお買い上げの販売店にご連絡ください。

本品のコンセントや配線器具の定格を超える使い方や

交流100Ｖ以外でのご使用はしないでください。

たこ足配線等で定格を超えると火災の恐れがあります。

清掃・点検の際は、スイッチを切り、電源プラグを

コンセントから抜いてください。濡れた手で抜き差し

しないでください。　感電の恐れがあります。

差込プラグの金具部分と、その周囲についたホコリ

はきれいに拭き取ってください。　

火災の恐れがあります。

電気部品には水や洗剤等をかけたり、吹き付けたり

しないでください。

漏電により火災・感電の恐れがあります。

差込プラグを抜く時は、コードを持たずに

必ず差込プラグを持って引き抜いてください。

差込プラグが傷んでいる時は使用しないでください。

ご使用しないときは、差込プラグを電源コンセント

から抜いてください。　絶縁劣化による火災・感電

の恐れがあります。

電源は直接コンセントからお取りください。

やむを得ず延長コードを使用する場合は

できるだけ短い長さでご使用ください。

電源コードや差込プラグが傷んだり、コンセントの

差し込みがゆるい時は使用しないでください。

感電やショートして発火の原因となります。

電源プラグ（差込プラグ）は根元まで確実に差し込ん

でください。　差し込みが不完全ですと感電や火災の

恐れがあります。

プラグを持って抜く

プラグを抜く

配線注意

電動昇降ユニットの可動部を無理やり手で引き上げたり

押し込んだりしないでください。

電動昇降ユニット内部が破損し、使用中に落下するなど

重大な事故が発生する恐れがあります。

電動昇降ユニットをご使用中に異音がしたり、昇降中の

動きに異変を感じたら、すぐにご使用をやめてください。

ユニットの電源プラグを抜き、ご購入先の店舗へご連絡

ください。

※ 裏面にリモコンの紹介と使用方法及び、故障処理等を記載しております。

警 告 注 意

ホコリ

湿気

ホコリ

湿気

たこ足配線はおやめください。 コードを束ねたまま使用しないでください。 差し込み口を確認してください。

警 告 注 意

型番追加：Ｎ1　（Ｂ-6）

修正日：2023.01.18　川端　

安全に正しくお使いいただくために

裏面・別紙もよくお読みください。組み立て方などを記載しております。

別紙「設置説明書」に、設置手順と設置時の注意等を記載しております。

＊改良のため、仕様及び外観は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

警告 注意

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死

亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示して

います。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を

負う可能性が想定される内容、および物的損害のみの発生

が想定される内容を示しています。

置き場所について

 ●直射日光が当たる場所や熱器具の近くに置かないでください、光や

　  熱の影響で変形、変色の原因となることがあります。

移動時の注意

 ●収納物を降ろしてから、冷蔵庫上から必ず二人で移動させてください。 

お手入れについて

  ● 冷蔵庫上収納の汚れは、柔らかい乾いた布で軽くふき取ってくだ

　さい。濡れた布でふくと、表面がはがれたり変色したりする原因と

　なることがあります。

完成図 背面（底面）

（高さ調整キャップ）

JIM0092-00

＜収納部各場所ごとの質量制限＞

　① 棚　板　　　　：３ｋｇまで

　② ボックスＡ底面：５ｋｇまで

　③ ボックスＢ底面：５ｋｇまで

　※本製品の天面には、物を載せないで下さい。

①

②

③

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死

亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示して

います。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を

負う可能性が想定される内容、および物的損害のみの発生

が想定される内容を示しています。

積載重量 40kg以下

最大速度 25mm/s

入力電圧 110 - 230 V

上下昇降範囲　 300mm

温度 5 - 40℃

認証 PSE

使用頻度と注意 ５分間連続操作したときは、１８分以上操作しないでください。

電動昇降ユニット

シグナル機

変圧器

シグナル機

接続コード

電源コード

固定リモコン

手持ちリモコン ※

※ 単四乾電池２本（別売）が必要となります。

注意：別梱包添付部品 

　　　固定ネジ（4x16）２本

シグナル機

シグナル機

接続コード

変圧器

電源コードコントロールボックス

電動昇降ユニット

＜　電動昇降ユニット配線図　＞

部品名称 と 電動昇降ユニットの仕様

コントロールボックス



  リモコンの紹介と使⽤⽅法    故障処理  

故障起きると以下のリストにご参照ください。リストに含まれていない故障起きる場合、お買

い上げいただいた販売店にご連絡ください。 
 

     

ボタン紹介 

(1) “▲”：上ボタン 

(2) “▼”：下ボタン 

         

 固定リモコン

(3) “ 1”：記憶されている⾼さ位置1 

(4) “ 2”：記憶されている⾼さ位置2 

(5) “ 3”：記憶されている⾼さ位置3 

(6) “M”：⾼さを記憶するメモリーボタン 

                                         手持ちリモコン 

使⽤⽅法 

   ・ロック 

a. “▲”ボタンと“▼”を同時に5秒以上⻑押しリモコンはロックされます。 

b. 再度5秒以上⻑押しするとロックは解除されます。 

 

・昇降機能 

電源を⼊れ、“71.0”を表示されてから操作が始めます。 

上ボタン・下ボタンを押し続けてスタンドを昇降します。 

ボタンを離すと操作が停止します。 

 

・メモリー設定の⽅法 

a. “▲”・“▼”を操作し記憶したい⾼さに昇降してください。 

b. メモリーボタンＭを押す と文字が動き出します。「1」ボタンを押すと現在の⾼さ「1」に記

憶されます。 

c. 同じ操作で「2 」、「3 」の位置も記憶できます。                                                                      

d. ボタン「1」「2」「3 」を押すと、ユニットは記憶されている⾼さまで動作します。 

 

・リセット設定の⽅法 

     リモコンにＲＳＴ(reset)が表示された時は、リセット設定が必要です。 

a. “▼”ボタンを押したまま、スタンドを最低位置まで下げします。 

b. リモコンのコントローラーに最低値が表示されたら手を離し、リセットが完了します。 

  

   ・リモコンのペアリング 

    リモコンを交換した際、まずペアリングの設定します。 

    ユニットの電源を⼊れない状態で、リモコン“ □”キーを押したままで電源を⼊れます。 

    しばらくしてピーピーと音が鳴りますとペアリング完了となります。 

 

表示 ⽅法 

 
HOT 

A.18分間以上を待ち、HOTが消えます。 

B.電源を抜き、画面が無表示になると再起動します。 

 
RES   リセット手順設定してください。 

 
E01 

A.積載重量をご確認ください。Max：80 kg。 

B.変圧器との接続を確認します。 

C.電源を3秒以上抜くと消えます。 

 
E07  積載重量をご確認ください。Max：80 kg。 

 
E08，E09  ⼊⼒電圧（110 - 230 V）をご確認ください。 

 
E10 

シグナル機及び変圧器との接続を確認してください。 

 

　　

　　　　　　　　＜　電動昇降ユニットのお取り扱いに関する注意事項　＞

　　　　　

必ずお守りください。　　電動昇降ユニットが故障して、設置したテレビ等
機器の破損やケガなどの重大な事故につながる恐れがあります。

✕ ✕
「ｒＥＳ」 (ﾘｾｯﾄ)

ｒＥＳ

JIM0073-03

※ 注意点：最低値（３桁の数字小数点以下含む）が表示されるまで押し続けてください。 （小数点以下含む）

電源を入れ、デジタル表示面（固定リモコンパネル左面）に３桁の数字（小数点以下含む）が表示

されてから操作することができます。

上ボタン・下ボタンを押し続けてスタンドを昇降します。

ボタンから手を離すと停止します。

40

40

 ボタンを 最低値（※）が表示されるまで長押ししてください。

（固定リモコンで操作します。）

 点 滅

　 　点滅しているときに  「１」  を押すと  「1」にその高さが記憶されます。

（固定リモコンで設定します。）

コントロールボックス
操作パネル

  JIM0092-00

YTS4975DFL B / W 電動昇降ユニット　取り扱い説明書



お取り扱いにご注意ください。

電動昇降ユニットに衝撃を

あたえないでください。

電動昇降ユニットを、無理やり押したり

引いたりしないでください。

以下の行為はしないでください。　

電動昇降ユニットが故障して、設置したテレビ等の破損やケガなどの重大な事故につながる恐れがあります。

　　組立設置・設置後の移動作業は1人でしないでください。

 

組立設置・設置後の移動は、必ず電動昇降ユニットを最小値に下げ

電源プラグを抜き、テレビを外した状態で移動してください。　

テレビを外すとき、スタンドを移動するときは必ず2人以上で作業をしてください。

※ テレビを付け外しする際は、外れ防止金具を忘れずに付け外ししてください。

＜　YTS4975DFL B / W 用電動昇降ユニット　＞

JIM0092-00




